平成26年度 第９回 大阪府建設事業評価審議会
　
次　　第

日　時：平成26年12月5日（金）15時30分～18時
場　所：大阪赤十字会館　４階401
議　　　題
１　審議対象事業について
２　意見具申（案）について
３　その他

資　　　料
資料１－１：　追加説明資料①（第８回審議会での審議実施事業）
資料１－２：　追加説明資料②（第８回審議会での審議実施事業）

資料２－１：　再評価（再々評価）審議案件概要及び事務局確認内容

資料２－２：　事前評価審議案件概要及び事務局確認内容

資料３　　：　意見具申（案）

参考資料　：　平成26年度意見具申（平成26年7月8日）
■意見具申（素案）の加筆・修正点

	
	箇所
	修正前（指摘事項等）
	修正後

	1
	p.1　表　①
	（茨木市へ事業を継承）
	府の対応方針（原案）

※茨木市へ事業を継承

	2
	p.1　23行
	・・・事業であり、
	・・・事業であるが、

	3
	p.2　16～19行
	本事業の保全対象施設は、避難所として指定されている市の青少年活動センター１箇所及び府道50ｍであるが、砂防えん堤を設けても、避難所が被害を免れない場合もあり、むしろ、避難所を安全な場所に別途整備した方が、被害の心配もない上に、・・・
	本事業の保全対象施設である市の青少年活動センターは、市の防災計画で避難所として指定されているが、砂防えん堤を設けても被害を免れない場合もあり、避難所を安全な場所に別途整備した方が、被害の心配もなく、・・・

	4
	p.2　21行
	周辺地域は山間地であり、
	周辺は山間地であり、

	5
	p.2　22行
	・・・、また、・・・
	削除

	6
	p.2　25～27行
	また、本事業は、避難所の施設を守る他に、集落の住民が、日常生活や災害時の避難の際に利用する府道の保全に資するものでもあるとのことであった。さらに、・・・
	さらに、本事業は、集落の住民が、日常生活や災害時の避難の際に利用する府道の保全に資するものでもあり、・・・

	7
	p.2　31,34行
	人的被害額
	人的被害軽減効果額

	8
	p.3　14行
	個所
	箇所

	9
	p.3　31行
	災害時の避難者数約19万人を想定する広域避難場所
	災害時の広域避難場所

	10
	p.3　34～35行
	広域避難場所19.3ha
	広域避難場所19.3ha（避難者数約19万人を想定）

	11
	p.3　39行
	個所
	箇所

	12
	p.4　表　②
	―
	府の対応方針（原案）

「事業実施」の追記

	13
	p.5　2行～
p.6　20行
	―
	事前評価２件追記

	14
	p.6　31行
	わかりやすく示すための取組み
	わかりやすく示すこと

	15
	p.6　31～36行
	また、費用便益分析が可能な事業でも、国が策定しているマニュアルで算出方法が示されていない効果項目については、費用便益分析に反映していないという案件があったが、こうした項目についても可能な限り定量的に評価を行うよう努められたい。


	また、国が策定しているマニュアルで算出方法が示されていない効果項目は、費用便益分析に反映していないという案件があったが、マニュアルに記載がなくても、反映することが望ましいと考えられるものについては、可能な限り定量的な評価を行い、費用便益分析に反映させるよう努められたい。

	
	※意見具申（素案）の加筆・修正箇所は下線、削除した個所は取り消し線を付しています。


